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令和６年１２月２日に健康保険被保険者証は廃止され、マイナ保険証による受診を基本

とした仕組みに変わります。既存の健康保険被保険者証は経過措置として令和７年１２月

１日まで（国民健康保険や後期高齢者医療制度については令和７年の有効期限まで）使用

することはできますが、令和６年１２月２日以後は新規発行されません。取得時の新規発

行はいうまでもなく、紛失・棄損による再発行もされない点に注意が必要です。 

 

新規加入者で従来の被保険者証が発行されるのは１２月１日時点で審査完了している被

保険者までです。それ以後は従来の被保険者証は発行されません。 

取得日や申請日で判断されていないという点にご注意ください。 

 

（以下、令和６年１２月２日以後の取り扱い） 

 

新規加入者 【マイナ保険証を持っている場合】 

基本的には審査完了次第、マイナ保険証で受診することができます。 

 

新規加入者 【マイナ保険証を持っていない場合】 

従来の健康保険被保険者証と同様の効力を発揮する「資格確認書」が発行されます。 

有効期限（予定では４～５年）が設けられているのが従来の健康保険被保険者証とは異な

る点です。 

 １、職権による自動発行 

   保険者によりマイナ保険証を持っているかどうかの職権による確認が行われ、持っ 

ていない場合には資格確認書が自動で発行されます。 

 

 ２、取得時に資格確認書の発行申請 

   取得届提出時に発行申請を行うことで資格確認書が発行されます。 

全国健康保険協会管掌については資格取得届に資格確認書の希望欄が新設されま 

す。 

 

※ 上記１の職権による確認には１か月以上要する場合があります。 

マイナ保険証を持っていない場合は取得時に資格確認書の発行申請をしたいところで 

す。そのためには社会保険の取得者にマイナ保険証を持っているかどうかの確認をする 

ようにしましょう。 

 

既存加入者 【マイナ保険証を持っている場合】 

マイナ保険証で受診することもできますし、従来の健康保険被保険者証も令和７年１２

月１日まで使用することができます。 

 

 

 

 



既存加入者 【マイナ保険証を持っていない場合】 

従来の健康保険被保険証が利用できなくなる、令和７年１２月２日までに資格確認書が

届くよう、順次発送される予定です。令和６年１２月２日以後に従来の健康保険被保険者

証を紛失・棄損した場合には別途、資格確認書の発行申請が必要となります。 

 

資格情報のお知らせ 

マイナ保険証、資格確認書とは別に取得時に必ず発行されるのが「資格情報のお知ら

せ」です。カードリーダーの不具合等でマイナ保険証が利用できない場合、「資格情報の

お知らせ」と「マイナ保険証」を合わせて提示することで受診することができます。 

上記の受診方法はあくまでマイナ保険証が何らかの理由で使用できない場合であり、そ

もそもマイナ保険証の利用登録を行っていない方が「資格情報のお知らせ」と「マイナン

バーカード」を提示して受診できるというものではございません。 

なお、「資格情報のお知らせ」はマイナポータルから確認できる「わたしの情報」でも

代用可能です。 

 

マイナンバーカードの発行やマイナ保険証としての利用登録は、個人が各々行うもので

すが、マイナ保険証を持っているか否かによって取得時等の会社対応が異なることになり

ます。制度を正しく理解したうえで労働者から必要な情報を聞き取り、円滑に手続きを行

えるように準備しておきましょう。 

 

※厚生労働省が公開している全国健康保険協会管掌の説明資料等を参考にしています。 

その他健康保険組合、国民健康保険、後期高齢者医療制度についてもこれに準じた処理に

なるものと予想されますが、詳細については各健保組合、国保組合、市区町村等へお問い

合わせください。 


